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　　 第 皿節　正 常犬 ホ ル モ y 負 荷 時 の 血 清 シ ス チ ン 量 に

　 　 　 　 　 　 つ い て

　　　 （i）　男性 ホ ル モ ソ 負 荷 時

　　　 （ii）　　女丿
陸）X ノレ　モ ソ 負荷 時

　　　 （iii）　副 腎皮質 ホ ル モ ン 負荷 時

　　　 （iv）　 zJ丶　 括
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　 第 v章　結　　語

　　　　　　　　第 1章　緒 　　言

　私 は先に 月經周期 ， 妊娠時， 晩期妊娠中毒症 時

血清中 シ ス チ ン （以 下シ と略す）量の 關係 に っ い

て報告 し， 晩期妊娠中毒症が蛋 自異常代謝妊娠と

して の範疇に律 し得 る との 澤崎読 の 根據 を蛋白 の

量 の みな らず質の面か らも立 證 した が ，妊娠時 の

蛋 白代謝 に は 胎盤ホ ル モ ン の みな らず ， 肝機能

が重大役割 を果 して い るの で，肝の病 態生理 を う

かが うの に逋 欝 な 方法 で あ りまた 從來 の 末稱血

に よる推量に比 し遙か に 直 接的 で ある Warren
，

Brannon1） （1944），　Braddley2）（1945）に よ り考

案 された 肝静脈カ テー
テ ル 法

3）を用 い て 血 中 シ に

關する實驗研 究を行 い ， シ代謝 と肝 の病態生理 ，

及びそれ へ の胎盤 ホ ル モ ン の 意義 を研究 した．

　　　　　　　　第 II章　實驗 方法

　 ⊥面1清 シ 定量に は 錫谷氏 ， 芦田
4）が 報告 した ポ ー

ラ ロ グ

ラ フ 法 を使用 し，血清蛋白濃度は 日立蛋 白計を用い た．

　 実験材料は 我 々 の 考案 した 飼育食餅表 （第 6表）に基

く
一

定食に て，一
定期間飼育 した 10  前後の雌成犬を用

い た．

　 麻酔方法は森 ， 芦田
5）の基礎実験 に基 き肝 に最 も障害

の 少 ない と認 め られ た サ イ ァ ミ ソ ーダ （イ ソ ゾー
ル ）を

使用 し， そ の量は 1入眠量にそ の半量を追加 した．

　使用カテ
ー

テ ル は F7 〜 8 ， 125cm［の もの と し，使 用

に際 して は生 理 食塩水 を滴下 しつ つ ．X 線透視 に よ り先

端の位置 を確認後採血 した．

　採血 は 24時間絶食後と し ， 肝輸入 血 は開腹 に よ る侵襲

の 影響を避け る た め に ， 股動脈Jfi1．に代え ， 翰出血 は上記

カ テ ー
テ ル に よ り肝静脈血 よ り採販 した ．

　負荷法では メ チ オ ニ ン 　（以下 メ と略す）　は D 一
工 メ

500  ，シ は パ ニ ール チ ン 400  を末梢静脈 よ り注 入 し．
注射10分後

fi） に 肝静脈，股動脈を同時採」血 し，負荷 ホ ル

モ ン と して は男性 ホ ル モ ン は エ ナ ル モ ン 毎   2．5  ，女

性 ホル モ ン はオバ ホ ル モ ン ベ ン ッ ァ
ート毎   0．25  ， 副

腎皮質ホ ル モ ン は コ
ー

チ ゾ ン 毎  5   ， イ ン テ レ ＝ ン 毎

kg　O．1ccを 5 日間連続注射 し，翌 日 同様な 方法で採血 し

た．

　肝障害毒物 として は 中心 障害 の 目的 に は四 塩化炭素毎

  O。5cc　4 日間連続皮下注射 し，翌 日採 血 ・肝 周 辺 障害

の 目的に は 蟻酸 ア リル 毎   O．025ccを 20¢ c生理 食塩水 と

‘
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共に 腹腔内 に注 入 し， 20乃至24時間後採血 した．

　　　　　　　 第III韋 實驗成績

　第 1 節　正常非妊，妊娠 ， 肝障害犬の 血清 シ 量 に つ い

て

　 （i）IE常非妊犬 の 場合

　正常非妊犬17例の （第 1表，第 1図）動脈血 シ 量は平

均 169ng！dl，静脈血 シ 量 は 平均 156”g ／dlで ， 動脈 血 は静

脈血 よ り高い ．

　血 清蛋 白濃度も 同様動脈 Jfiエが静脈血 よ り高い ．

　　　　　　　　第 1 表 正 常 非 妊 犬

靜　 脈　 血

　 （ii）妊娠犬の 場合

　妊娠犬 6例 （第 2表，第 1図） の 動脈．血 シ 量平均 201

ng，tdl，静脈血 シ 量平均 196mgfdlで動脈血 は静脈血 よ り絹

ζ 高い ．

　血 清蛋白濃度 は不 変で あ る．

　　　　　　　　 第 2 表　妊 娠 犬
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　 （iii）肝障害 犬の 場合

　肝障害犬（第 3表 ，第 1図）では四 塩化炭素，蟻酸 ア リル

投 与 時 何れ も，正 常犬と同様動脈 血 シ 量 は静脈血 シ 量 よ

り高値を示 した が ， 肝障害前後 の 勤脈血 を比較す る と障

害後は 前 よ り増しそ こ に 差異 を認め た 、又肝障警 毒物 の

種類 に よ る差を 検討す る と，四 塩化炭素障害犬では 動脈

血 シ 量平均 16魄 畑瀞 脈 血 シ 量平均 141・9姐で，正 常犬

の そ れ よ り何 れ も梢 ぐ低 い が ， 蟻酸 ア リル 障害 犬では 動

脈血 シ 量平均 240皿g／dl，静脈血 シ 量 216皿g姻で両者共四

塩化炭素投与時 に比 べ 遥 か に 増 して い る．故 に犬 で は 肝

障害優 に 肝の シ 処理能 が 変化 す る と考 え ら れ ，
そ の 増加

の 程度は 四 塩化炭素 よ り蟻酸 ア リ ル の 方 が 大である．

　血清蛋白濃度に つ い て は シ 程著変 は 現 わ れ てい な い

が ，そ の 消長は略 it一致してい る．

　第 豆簾　正 常及 び 肝障害犬 に 於 け る シ 及び メ負荷時の

血清 シ 量 に つ い て

第 2圖 正 常犬 に 於 tr・6 シ ス チ y 及 び メ チ オ ニソ 負 荷
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　 （i）正 常犬 シ 負荷時

　 シ 負荷後 （第 4 衷 ， eg　2 図）で は 動脈血 シ量 平均 169

  〆dl， 静脈 血 シ 量 平均 180皿g側で静脈血 が動脈血 よ り高

く ，
こ の 関係は負荷前静脈血 が 動脈血 よ り少ない こ と S

逆 に な つ て い る．

　 （ii）正 常犬 メ負荷時
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第 7 表 　正 常犬 に 於 け る ホ ル モ y 負荷
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第 8表　正 常 非 婬 婦 に 於 け る エ ナ ル モ γ 負荷
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　 メ負荷後 （第 4 表， 第 2図） シ と同様傾向 が 認 め ら

れ ，　負荷後動脈血 シ 量は　151mg／dl，　月子静旦雁血 シ 量は 211

  個 で 投．与前 の 関係 と逆になつ てい る．

　叉 シ
， メ そ れ ぞ れ負荷後の 動静脈 シ 差 を比較す る とシ

投与時が メ 投与時 よ り少な い こ とが わ かっ た．

　血清蛋自濃度は負荷前後 に於 て 著変 は ない ．

　 （iii）肝障害犬 シ 及び メ負荷時

　肝 障 害犬 に シ 及 び メ を負荷す る と （第 5表 ， 第 3
，

4

図），負荷後動脈血 シ 量 は 四 塩化炭素障害時及び蟻酸 ア リ

ル 障害時何れに於て も， 静脈血 シ 量 よ り高値で あ り，し

か もこ の 関係は正 常肝 シ 投 与時 と金 く逆 で あ り，負荷 し

た シ 及び メ の 肝内消費が考え ら れ る．

　次 に毒物 に よ る差異 を み るた め に ，
シ 負荷時 の 肝内消

費量 を比較す る と，四 塩化炭素投与時は 平均工1  姐，蟻

酸 ア リル 投 与 時 は 平均 3311，g ！dl（ あ る か ら蟻酸 ア リル の 方

が大で あ り ， 蟻酸ア リル の 方 が 四 塩 化炭素 よ リシ 代謝形

成 に 関す る 肝障害度 の 大な る こ とが 認 め られ る．

　次 に 血 清蛋 白濃度 は シ 程著 しい 変 化 は 認 め られ な い ．

　 （iv）小　括

　妊娠犬の 肝静脈及 び股動脈血 シ 量は 共 に非妊正常犬の

そ れ よ りも高 く，肝障害犬 で は 障害後血 中シ 量 が増加す

る傾向にあ り， 四 塩化炭素投与 に よ る障害 よ り蟻酸ア リ

ル 投与時 の方 がそ の 傾向が強く，次に シ及 びメ を投与 す

る と，正常犬では 共 に 静脈 血 シ 量 が 動脈 血 シ 量 よ り高く，

肝 に於け る シ 形成及び過通 が 認 め られ るが，肝障害犬で

は逆 の 関係 を示 し， 肝内シ 消費増加及 び シ形成能不 全 が

見られた．叉 こ の 際 ， 蟻酸 ア リル 投与時 は 四 堀化炭素投

与時 よ り血中 シ に及 ぼ す影響 が 大であるの で ，
シ 代謝に

は肝周辺部が肝 中心 部 よ り密接な関係 を有す る様 に 思 わ

れ る．

　第 巫節 正常犬ホ ル モ ン負荷侍 の 血清 シ 量 に つ い て

　 （i）男性ホ ル モ ン 負荷時

　エ ナ ル モ ン 投 与 前動脈 血 シ 量 は平均 2131ag／dl， 静脈血

シ 量平均 203ngldlrfあ る が
， 負荷後動脈血 シ 量 は 工S6ng

畑 ， 静脈血 シ 量 は 16掬 g姐 に 減少 した．

　血 清蛋 白濃度 も略 ζ 同傾向を認め た ．

　 （ii）女性 ホ ル モ ン 負荷時

　オ バ ホ ル モ ン ベ ン ツ ァ
ート投与前，動脈血 シ 量 は平均

219  メdユ， 静脈血 シ 量 は平均 19丁皿翻 であ る が， 負荷

後では 動脈血 シ 量 は 平均 284agfdl． 静脈血 シ 量 は 平均

187mg／dlで ， 負荷 に よ り動脈血 シ 量は増 してい る．

　血清蛋白濃度 は 動脈血量 は負賀ぎ後減少 し， 静脈血量 は
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不変で あ る．

　 （iiD 副腎皮質ホ ル モ ン 負荷時

肝 靜脈 ヵ テ ”テ ル 法 に よ る 血 清 シ ス チ ソ 量

　コ
ーチ ゾ ン 投与前では 動脈血 シ 量 は 平均 204ng！d！， 静

脈血 シ 量 は 平均199mg！d1で，負荷 に よ り動脈 血 シ 量 は平均

181  畑，静脈盛Lシ 量 は 平均 184ng／dlに減 少 して い る ．

イ ン テ レ ニ ン もコ
ーチ ゾ ン 岡様 に 負荷後減少して い る。

　」血清蛋白濃度 は 負荷後 は 負荷前 よ りも絹 ぐ 増 して い

る e

　 （iv）小 括

　男姓 ホ ル モ ン 及 び副腎皮 質 ホ ル モ ン 投与時は 同 様傾向

を 示 し ， 動脈」血及び静脈 血 シ 量 が 共 に減少 し，女性 ホ ル

モ ン 投与時 に は 反対傾向 を示 し，動脈血シ 量が逆 に 上昇

す る．

　　　　　　第 IV 章　總括並びに考按

　 （i） シ 代謝と肝機能 に つ い て

　肝で は蛋白の 合成及び分解が 行 わ れ ， ア ミ ノ 酸代謝 の

中 心 とな る こ とが知 られ て い る の で，シ 代謝過程に も肝

が 重大 な役割を演 じて い る こ とが 想像 さ れ る．

　Walshe 　et 　Seniorη （1955）1，rk肝疾患時 の 血 中 シ 量

を ポー
ラ ロ グ ラ 7 法に よ り測定 し， 肝疾患時 に 高 く，

特 に 重症程著 しい こ と を認 め ， 急性肝炎では 急性期 に 上

昇，恢復期に は 正常値 に も どる こ と よ り，血 清 シ 量 と肝

疾患の 問に
一

定 の 関係 あ る こ とを報告 し，R ．　AmmrichS
）

（1951） は 肝硬変症，蛋白形成障害例では アル ブ ミ ン ，

シ の低値 夊 ほ高値が認め られ る こ と よ り，シ 及 び メ 投翼

が治療的応用 に 価値あ る こ とを報 じてい る．しか しな が

ら，こ れ等は い ずれも末梢 rfLL［
’Pシ 定量成績であ るか ら，

肝以 外 の 原因 も関 与す る と考 え られ る の で．肝 を 中心 と

した シ の出納状態を直接知 り， 肝の シ代謝時 に 及 ぼ す影

響 を正 し く考察 す る た め に は，肝静脈 カ テ
ー

テ ル 法 を用

い て 肝 に 入 る」fil液及 び 肝 よ り出 る血 液 を直接採 血 し，そ

の 各々 に つ き シ 量を測 定 しな ければな らない ．しか る に

現在迄 に 血 中 シ 量 に 関す る肝 カ テ
ー

テ ノレ 法 に よ る 幸賠

は見 当 らな い が， 他の ア ミ ノ 酸 に 関す る研 究は 行 わ れ て

お り，例えば高橋氏
9｝

（昭 28）は 丿9肝 血 漿流量 ， 肝 血 流

量，肝静脈 圧 測 定 を行い ，上 田
1°） （昭28）常岡

11｝ls） （昭

27）．渡辺
12） （昭29）の 各氏は ⊥肛漿蛋白分 劃 を測 竃 レ，杉

江 ， 常岡氏
13）

（昭28） は ア ミ ノ 酸代謝 を報告 して い る

が
，

こ れ らの 人 k の 成飆 こ よ れば 人月瀞 脈血中 アル ブ ミ

ン は正 常人 では末梢静脈 よ り低 く ，
グ ・ ブ リン ・特に γ

グ ロ ゾ リン は却っ て高 い が ， 肝疾息時 に に：そ れ が 逆 に な

り，こ れ は 肝疾患時 の 末 梢ア ル ブ ミ ン 低 下 を補 うた め に

肝 ア ル ブ ミ ン が 末梢へ 動員 ざ れ るた め と説明 さ れ て 居

日産婦誌 9 卷 10號

り，．L田 氏
1の に よれば肝障害時 に 肝静脈ア ル ブ ミ ン 量が

上 昇す る こ とは 肝 に 於 け る ア ル ブ ミ ン駆出の ためである

とい う．井上 ， 藤田 両氏
14 ｝15 〕

は犬 を用い て 実験 し， 健常

犬で は肝静脈血 遊離ア ミ ノ 酸が末梢動脈 血 及 び門脈血 よ

り少 く， 四 塩 化 炭 素障害犬では 増加 す る こ と を認 め ，
こ

れ は肝 に 送入 され た ア ミ ノ 酸 は 肝で処理 され るが ， 肝障

害時に は こ の 処理能が低下す る た め で あ る と し， 更に

Walser　et 　al16 ｝17 ）
（1950） は ア ラ ニ ン ，グ ル タ ミ ン，ヒ

ス チ ヂ ンの 肝通過態度 を肝静脈 よ り観察し ，
こ れらが 肝

通過態度を異 にす る こ とを報告 し て い る．

　以 上 の 如 く通仲 ア ル ブ ミ ン ，グ ロ ブ リン，そ の他遊離

ア ミ ノ 酸 ， ア ラ ニ ン ，グ ル タ ミ ン，ヒ ス チ ヂ ン 等は 肝 を邇

過 す る こ と に よ り変動す る もの であ り．更 1こ 肝障害時 こ

の 処理能が低下 し ， 肝 に於 ける ア ミ ノ 酸 の 駆出能力 が増

加す る こ とが考えられるの で ， こ れ等の 成績を基 として

私 の 実験成 績 を考察す る と，肝障害犬 に於 て は 血 中 シ 量

は増 し ， 特に 蟻酸 ア リル に於 て 著明で あ る の は 肝 に於け

る シ 処 理能 の 低下の た め と考 え られ，叉 シ 及び メ 負荷時，

正 常犬 で は負荷後動脈血 よ り静脈血 の 方 が高 くなるこ と

は，シ 及び メ が 体内通過 に よ り肝 内 シ を駆出す る た め と

想像 され，逆 に 肝障害時 に シ 及び メを 投与す る と逆 の 関

係 を示 し ， 静脈 血 は動脈 linよ
幽
り低 くな る の で，こ れは肝

障害 の た め肝 に お け る シ の 需要 が 高 ま り，肝内で消費さ

れ た た め と考 えられ，正 常犬で は シ 負荷後 10分でそ の 血

中濃 度 が 高ま り，障害犬では 却っ て 濃度 が減少 し て お る

の で ， 障害犬での シ 需要 が 高 ま り，投与 シ は消費 され る

もの と思 わ れる．

　　（ii） シ 代謝 とホ ル モ ン に っ い て

　 月 経周期 と血清 中 シ 量 との 関係 を見 る と，既報 の 如 く

両者 は 周期的 に 変動し ，
シ 量 は 卵胞期 に増加し ， 黄体期

に 減少す る こ とが 認められ た．次 に 夊 妊娠経過とlll．P；iシ

量 との 関係 を 考察 す る と
一

般に は 妊娠陦 シ 量は 非妊時 の

そ れ よ り減少す る傾 向に あ り， 妊娠各月 の 変動 を見 る

と，前半期平均 246  1d1．後半期平均 235ngldlで後半期

に 梢 ミ 減少が 認 め られ る．

　 こ の様に 性周期及び妊娠時 に 血 清 中 シ 量 が一
竃 の 関係

を とつ て消長す る 事実 は ， 肝 機能 の 変化及 び シ 投与に よ

る 外囚の 影響に よ り生ず る とは考 え ら れ な い か ら，他 に

こ れ を調節す る 機転 が あ る の で あ ろ う．

　 Cantarow19）（1935），　Neuweiler20 ）
（193の ， 塚本

21，
（昭

25）， 久tW22）（日｛｛2T），　船橋
23 〕（昭 28 ），飯 山

黝
（昭 29），

　9．25）

　（昭 29） の 各氏 は各種検査 法 を用い て 妊娠申の 肝機能 を

測定 し， 妊娠縫半期 に， 特 に妊娠中毒症に 肝機能障害
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堕

が あ る と述べ て い る が，私の 実験成績 に よれば肝障害時

に か え つ て シ 量が 増加 す る の で，妊 娠 後 半 期 ，及 び妊娠

中毒症時 に は 血中シ 量が 増加 しな けれ ば な らな い ．しか

る に 事実 は 妊娠後半期 シ 量 が減少 し，更 に妊娠中毒症で

は シ 量 が 正 常非妊娠時 よ り減 少す る の で逆 関 係 を示 す こ

と が認 め られるが，こ れ は水 Ilh症 に よ る シ 量 の 稀釈 の た

め と も思 わ れ る か ら，こ れ と関係あ る各種 ホ ル モ ン 投与

時 の 肝静脈及び股勁脈血 中 シ 量 の 変 化 を検 討す る と，

男性 ホ ル モ ン
， 副腎皮質 ホ ル モ ン 投与時 に は 肝静脈及び

股動脈 血 中の シ 量が共に減少 し．女性 ホ ル モ ン投与時に

は 却 つ て 動脈 血 シ 量 の増加が認 め られ た．即 ち本実験 の

如く肝機能 に変化の認め られ な い 時 に ，
ホ ル モ ン 負荷 に

よ り血 中 シ 量 の 変動す る こ とは ，血中シ 量の消長が胎盤

ホ ル モ ン に よ り調節 さ れ て い る こ と を思 わ せ る ．叉生 体

に 於 て も月経周期中卵胞期に シ 量の 増加す る こ とは 私の

実験に よ るオ バ ホ ル モ ン ベ ンX ）
，
　7

− 1・投与時 に シ 量 の

増加す る こ と S 一致 し ， 妊 娠 末期 に お い て シ量 の 減少す

る こ とは水 血 症 の た め ぱ か りでな く，
コ ル チ コ イ ドの 増

量 が エ ス ト ロ ヂ ェ ン の 増量 に打勝つ て 生 じた とも考 えら

れ，一方 正 常 非 妊婦 に ＝ ナ ル モ ン 計 100mg投与後 （第 8

表），3 日， 5 日 目 の 血 中シ 量 の 変動 を観察す る と何れ も

投 与 前 に 比 し投 与後減少 して い る の で人体に於て もホ ル

モ ン は シ 代謝 に重大 な役割 を果 して い る と考 え られ る ．

　更 に 妊娠中毒症時ス テ P イ ドホ ル モ ン の 消長 に関す る

報告 を考慮 す れ ば，G ．　Smith2fi）（195の，　Sommerville27 ）

（1950），L ・ raine28 ＞ （1950）， 岡本Si29） （HUIO），野津

氏
30） （昭 IS） は 中毒症時 エ ス ト卩 ヂ エ ン ， プ ロ ヂ tU ス

テ ロ ン の 減 少す る こ と，及び 」．H ．　Ferguso が
11
（1951），

H ．Cushing32 ）
（1932），W ，　Berblinger33〕 （1936），Lloyd

eta139 （1952） は 中毒症時特 に 子癇患者血清中 ACT

且 ，コ ル チ コ イ ドの 増量 を報告 してい る か ら，中毒症時

シ の消長が ス テ P イ ドホ ル モ ン の 支配 を 受 け て い る こ と

が 推定 さ れ る．

　　　　　　　　第 v 章　結　　語

　 晩期 妊娠 中毒 を蛋 白異常代謝妊娠 として の 範疇

に律 し得 る との 澤崎読 の 根鰲 を， 投與i蛋白 の 量

の み な らず賛 の 面 か らも立證 し得た が，その 代謝

過 程 の 場 として の肝 を特 に注 目 し， 實驗的肝障害

時 に各種藥劑 を投與 し，肝静脈カ テ
ー

テ ル 法 に よ

る シ代謝 の 機序を明 に し，特 に メ との 關連 ， 並び

に それ へ の ホ ル モ ン の 關與態度 を檢討 し次 の 結果

を得た ．

　 1） 正常非妊犬で は 股動脈血 シ量は 肝 静脈血 シ

量よ りも高 く，妊娠に於て も同樣 であ っ た．

　2） 妊娠犬で は非妊犬に 比 し ， 却 つ て 血 中シ量

は増加 し て い た ．

　3） 肝障害犬 で は正常犬 に 比 し血 中シ量は 増加

し，特 に蟻酸 ア リ ル に於て 著 しか つ た ．肝静脈 ，

股動脈 の 關係 は 正常犬 同樣肝静脈血 シ 量は股動脈

血 シ量 よ り低 か つ たが ， 動静脈血 シ量の 差 は正 常

犬 よ り大 で あ っ た．

　4） 正常犬 に シ及 びメ を負荷す る と負荷後肝静

脈血 シ量は 股動脈血 シ 量 よ り多 く， シ及びメ は肝

内 シ の驅出作用 を有す る もの と思 わ れ る． こ の 作

用は特に メは シ よ り大で あつ た．

　 5） 肝障害犬に シ及び メ を負荷す る と，逆 に シ

及 び メ は 肝内で消費され た ． 鄭ち負荷後肝静脈血

シ量は股動脈 シ量 よ りも少 か っ た。又 シ及 メ肝内

消費量は四鹽化炭素障害時 よ り， 蟻酸 ア リル 障害

時 の 方が大 で あ っ た ．

　 6） 正常犬 に ス テ ロ イ ドホ ル モ ン を負荷 した 結

果で は ，投與 諭に 比 し副腎皮 質ホ ル モ ン （コ ーチ

ゾ ン ， イ ン テ レ ニ ン ）男性 ホ ル モ ン （エ ナル モ ン ）

は ．血 中シ に對 し減 少的に，女性 ホ ル モ ン （オ バ ホ

ル モ ン ペ ン ツ ア ー ト）は増加的 に 働い た ．

　 7）　こ れ等 ホ ル モ ン の 」血清 中シ量に 對す る作用

と，月經周期 　妊娠中特に妊娠中毒症時ス テ ロ イ

肝 靜脈 内へ肝 カ テ e テ ル が 挿 入 され た 圖
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ドホ ル モ ン の 消費を比較する と， そ の消長は互 に

關連性あ る樣子 が推量 され ， 又 臨床上 非妊驫に エ

ナ ル モ ン 投與時 シ量 の 消長 とも一致 したか ら， 妊

娠時，特に 妊娠 中毒症時に於 ける シ 量消長 に は ス

テ ロ イ ドホ ル モ ン が 開與 して い る もの と推 察 され

る．
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